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小 学
３年生

しゃかいへん

社会編
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建

は
や
ぶ
さ
２
の
カ
プ
セ
ル
投
下

大気圏突入
火球になる（120㎞）

（高度22万㎞）

※
日
本
時
間

パラシュート展開
（11～7㎞）

オーストラリア南部ウーメラ付近の砂漠

カプセル分離
月５日午後２時半

6日午前２時 ～ 分

午前２時 ～ 分

着　地
午前２時 ～ 分

分離後、
別の小惑星へ

はやぶさ２
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ア
ニ
メ

鬼き

滅め
つ

の
刃

や
い
ば

の
人
気
が

止
ま
ら
な
い
。
は
ま
る
の
は
子
ど
も

だ
け
で
な
く
大
人
も
同
じ
。
首
相
も

衆
院
予
算
委
の
答
弁
で
主
人
公
の
せ

り
ふ
を
持
ち
出
し
話
題
と
な
っ
た
。

公
開
中
の
劇
場
版
は
歴
史
的
な
ヒ
ッ

ト
と
な
り
、
映
画
館
は
息
を
吹
き
返
し
た
◆
主

人
公
の
少
年
竈か

ま

門ど

炭た
ん

治じ

郎ろ
う

は
、
鬼
に
襲
わ
れ
る

人
を
救
い
、
鬼
に
さ
れ
た
妹
を
人
間
に
戻
す
方

法
を
探
す
た
め
に
戦
い
に
身
を
投
じ
る
。
敵
味

方
と
も
独
創
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
精
緻
に
描

か
れ
た
心
理
描
写
な
ど
が
人
々
を
引
き
つ
け
る

の
だ
ろ
う
。
４
日
に
は
コ
ミ
ッ
ク
ス
の
最
終

巻
が
発
売
と
な
り
、
ブ
ー
ム
は
ま
だ
続
き
そ
う

だ
◆
炭
治
郎
が
け
が
の
痛
み
を
こ
ら
え
て
「
俺

は
長
男
だ
か
ら
我
慢
で
き
た
け
ど
次
男
だ
っ
た

ら
我
慢
で
き
な
か
っ
た
」
と
独
白
す
る
な
ど
、

思
わ
ず
ほ
ほ
笑
ん
で
し
ま
う
せ
り
ふ
も
魅
力
。

「
頑
張
れ
炭
治
郎
頑
張
れ

俺
は
今
ま
で
よ
く

や
っ
て
き
た

俺
は
で
き
る
奴や

つ

だ
」
と
自
ら
を

鼓

す
る
言
葉
も
い
い
◆
山
陰
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
が
増
え
て
き
た
。

Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

事

業
も
あ
り
、
以
前
に
比
べ
て
旅
行
や
外
で
の
飲

食
へ
の
警
戒
感
が
薄
れ
た
感
じ
は
否
定
で
き
な

い
。
た
だ
、
都
市
部
で
の
「
第
３
波
」
の
余
波

は
確
実
に
地
方
へ
も
忍
び
寄
る
◆
忘
年
会
で
の

酒
食
が
恋
し
い
季
節
が
や
っ
て
来
た
が
、
警
戒

を
怠
る
こ
と
な
か
れ
。
自
身
を
炭
治
郎
に
重
ね

て

俺
は
で
き
る
奴
だ

と
独
り
ご
ち
、
多
人
数

で
の
飲
食
は
今
は
ぐ
っ
と
我
慢
し
た
い
。

井
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交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の110番
ばん

通
つう

報
ほう

は、

どこにつながりますか。

ア警
けい

察
さつ

本
ほん

部
ぶ

の通
つう

信
しん

指
し

令
れい

室
しつ

イ近
ちか

くの警
けい

察
さつ

署
しょ

ウ近くの交
こう

番
ばん

「
鳥
取
県
小
中
高
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」
（
鳥
取
県
情
報
産
業
協
会

主
催
、新
日
本
海
新
聞
社
共
催
）
が
５
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
か
れ
、
出
場
者
が

制
作
し
た
独
創
的
な
ゲ
ー
ム
の
数
々
が
審

査
員
を
う
な
ら
せ
た
。
小
中
学
生
部
門
で

最
高
賞
の
知
事
賞
に
選
ば
れ
た
彦
名
小
５

年
の
森
凪
君

が
来
年
３
月
に
都
内
で

開
催
さ
れ
る
「
全
国
選
抜
小
学
生
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
大
会
」
へ
の
出
場
権
を
得
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
へ
の
関
心

を
高
め
、
技
術
者
育
成
に
つ
な
げ
よ
う
と

２
０
１
１
年
か
ら
開
催
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
。

小
中
学
生
と
高
校
生
・
高
専
生
の
２
部

門
で
、
今
年
は
「
鳥
取
の
歴
史
」
を
テ
ー

マ
に

人
が
応
募
。

人
が
同
日
の
二
次

・
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

森
君
は
鳥
取
の
歴
史
と
音
楽
を
組
み
合

わ
せ
た
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
「
鳥
取
の
歴
史
を

奏
で
ろ
」
を
制
作
。
画
面
上
に
現
れ
た
歴

史
上
の
出
来
事
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
ボ
タ

ン
で
分
類
す
る
と
音
が
鳴
り
、
連
続
で
成

功
す
る
と
唱
歌
「
故ふ

る

郷さ
と

」
や
県
民
歌
「
わ

き
あ
が
る
力
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
完
成
す

る
仕
組
み
。

田
栗
智
幸
審
査
委
員
長

は
「
ア
イ

デ
ア
が
面
白
く
、
作
り
込
み
の
レ
ベ
ル
も

年
々
上
が
っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
遊
ん
で
、
将
来
は
Ｉ
Ｔ
人
材

に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

（
西
山
恭
平
）
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森君
’
“
”

彦名小
５ 年

…
‥
‘全国大会へ

出
場
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
る
審
査
員
ら

５
日

鳥
取
市

若
葉
台
南
７
丁
目
の
鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
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広場▢ きょうの運勢▢９ おくやみ▢

大山の歴史や自然学ぶ

旧暦 月 日

音 の 日

第 回茗人賞選考会の選評

コロナ禍の受験生への助言

鳥取東中生が本の帯作成

再審無罪の免田栄さん死去

ガイナーレ望みつなぐ快勝
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総 合 社説 低炭素社会の実現へ
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地 域

大
山
の
歴
史
、
自
然

を
学
ぶ
講
演
会
が
米
子

市
内
で
あ
り
、
人
気
俳

優
が
大
山
寺
の
開
祖
・

金
蓮
上
人
の
子
孫
に
当

た
る
こ
と
が
話
題
に
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
院

内
感
染
で
広
が
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
日
本
環
境
感
染
学
会
は
５

日
ま
で
に
、
感
染
症
対
策
が
専

門
の
医
師
や
看
護
師
ら
の
チ
ー

ム
を
医
療
機
関
に
派
遣
す
る
取

り
組
み
を
始
め
た
。
特
に
地
方

で
は
ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に

詳
し
い
人
材
が
不
足
し
て
お

り
、
対
策
に
追
わ
れ
る
地
域
医

療
を
支
え
る
の
が
狙
い
。
厚
生

労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
実

施
す
る
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

厚
労
省
に
よ
る
と
、

月

日
ま
で
に
全
国
で
２
５
７
５
件

の
ク
ラ
ス
タ
ー（
感
染
者
集
団
）

が
発
生
し
、
う
ち
医
療
機
関
は

４
１
２
件
だ
っ
た
。

月
か
ら

の
流
行
の
「
第
３
波
」
で
も
北

海
道
旭
川
市
の
旭
川
厚
生
病
院

や
慶
友
会
吉
田
病
院
で
最
大
級

の
院
内
感
染
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
の
を
は
じ
め
、
各
地
で

深
刻
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
の
を
受
け
、
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
た
。

院
内
感
染
は
大
規
模
に
な
り

や
す
い
上
に
死
亡
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
緊
迫
す
る
事

態
に
学
会
は
、
医
療
機
関
や
高

齢
者
施
設
へ
の
国
や
自
治
体
か

ら
の
派
遣
要
請
を
専
用
窓
口
で

受
け
、
各
都
道
府
県
に
確
保
し

た
専
門
チ
ー
ム
に
つ
な
げ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
た
。
派
遣

先
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

が
、

月
末
に
１
例
目
の
チ
ー

ム
を
派
遣
し
た
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
５
日
、
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
カ
プ
セ

ル
の
切
り
離
し
に
成
功
し
、
地

球
へ
放
出
し
た
と
発
表
し
た
。

日
本
時
間
６
日
未
明
に
大
気
圏

に
突
入
、
暗
い
空
を
火
球
の
よ

う
に
な
っ
て
地
球
に
帰
還
す

る
。
小
惑
星
り
ゅ
う
ぐ
う
で
採

取
し
た
岩
石
試
料
を
持
ち
帰
る

サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
が
成
功
す

れ
ば
初
代
に
続
く
快
挙
。
太
陽

系
成
立
の
謎
を
解
く
手
が
か
り

を
求
め
、
６
年
が
か
り
で
挑
ん

だ
探
査
は
終
了
す
る
。

（

面
に
関
連
記
事
）

切
り
離
し
が
予
定
通
り
午
後

２
時
半
に
成
功
す
る
と
、
相
模

原
市
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
管
制
室
に
は

大
き
な
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。

計
画
責
任
者
の
津
田
雄
一
教
授

は
両
腕
を
何
度
も
突
き
上
げ

た
。
管
制
室
の
外
で
見
守
っ
た

久
保
田
孝
教
授
は
「
つ
い
に
や

り
遂
げ
た
。
大
変
う
れ
し
い
」

と
ほ
っ
と
し
た
様
子
。

分
離
は
地
球
か
ら
約

万
㌔

の
距
離
で
実
施
し
た
。
火
薬
を

利
用
し
て
機
体
と
の
結
合
を
解

除
し
、
バ
ネ
で
押
し
出
さ
れ
る

仕
組
み
。
カ
プ
セ
ル
は
燃
え
な

が
ら
落
下
し
、
突
入
か
ら
約

分
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
ウ

ー
メ
ラ
近
く
の
砂
漠
に
着
地
す

る
。
カ
プ
セ
ル
は
円
盤
状
で
直

径

㌢
、
高
さ

㌢
、
重
さ

㌔
。
高
度

〜
７
㌔
で
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
を
展
開
す
る
た
め
、
強

風
に
流
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
カ
プ
セ
ル
が
発
信

す
る
信
号
な
ど
を
手
が
か
り
に

着
地
場
所
を
特
定
し
回
収
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
簡
易
施
設
に
カ

プ
セ
ル
を
移
し
て
分
析
す
る
。

は
や
ぶ
さ
２
は
２
０
１
４
年

月
に
地
球
を
出
発
し
、

年

６
月
に
り
ゅ
う
ぐ
う
に
到
着
。

年
２
月
に
初
着
陸
し
て
表
面

物
質
を
採
取
し
、
同
４
月
に
は

金
属
弾
で
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を

作
っ
た
。
同
７
月
の
第
２
回
着

陸
で
は
噴
き
出
し
た
地
下
試
料

の
採
取
も
成
功
。
試
料
分
析
で

水
や
有
機
物
が
見
つ
か
れ
ば
、

生
命
誕
生
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

師
走
に
入
り
初
の
週
末
を
迎
え
た
５
日
、
例
年
な
ら
忘
年
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
各
地
の
繁
華

街
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
風
景
が
一
変
し
た
。
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
が

出
て
い
る
地
域
で
は
客
足
が
大
幅
に
減
少
。飲
食
店
関
係
者
か
ら
は「
行
政
は
も
っ
と
支
援
を
」

と
悲
痛
な
声
が
聞
か
れ
た
。

（

面
に
関
連
記
事
）

高
級
ク
ラ
ブ
や
飲
食
店
が
集

ま
る
名
古
屋
市
中
区
の
錦
３
丁

目
（
錦
三
）
地
区
は
、
愛
知
県

か
ら
時
短
営
業
の
要
請
を
受
け

た
。
通
り
を
歩
く
人
の
姿
は
ま

ば
ら
。
約

年
続
く
焼
き
鳥
屋

「
富
士
子
」
の
中
田
広
生
店
長

は
「
師
走
の
錦
三
で
こ
ん

な
閑
散
と
し
た
の
は
見
た
こ
と

が
な
い
」
と
ぼ
や
く
。
売
り
上

げ
が
激
減
す
る
一
方
、
従
業
員

の
給
料
の
支
払
い
は
必
要
で

「
要
請
す
る
な
ら
、
支
援
に
も

っ
と
力
を
入
れ
て
」
。

東
京
都
内
で
は
ほ
ぼ
全
域
で

月

日
か
ら
、
酒
類
を
提
供

す
る
飲
食
店
や
カ
ラ
オ
ケ
店
に

時
短
要
請
し
て
い
る
。
新
宿
・

歌

伎
町
に
あ
る
居
酒
屋
の
店

員
田
原
優
馬
さ
ん

は
「
忘

年
会
な
ど
の
予
約
も
入
ら
な
く

て
、本
当
に
厳
し
い
」と
話
す
。

店
頭
に
は
「
午
前
５
時
ま
で

営
業

の
張
り
紙
が

歌

伎

町
は
午
後

時
か
ら
が
稼
ぎ
時

で
、
ほ
と
ん
ど
の
店
は
営
業
を

続
け
る
だ
ろ
う
。
ろ
く
に
補
償

も
せ
ず
に
時
短
し
ろ
な
ど
、
都

も
国
も
無
責
任
だ
」と
憤
っ
た
。

時
短
要
請
が
出
て
い
る
大
阪

市
中
央
区
の
繁
華
街
・
道
頓
堀

で
も
飲
食
店
に
入
る
人
は
少
な

く
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
店
の
店

長

は
「
街
自
体
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
な
く
な
る
」と
嘆
い
た
。

観
光
地
は
旅
行
自
粛
の
影
響

を
懸
念
す
る
。
支
援
事
業
「
Ｇ

ｏ

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」
を
巡

り
、
政
府
と
東
京
都
は
今
月
に

入
り
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
に
、
東
京
発
着
分
の
旅

行
へ
の
利
用
自
粛
を
呼
び
掛
け

た
。東

京
・
浅
草
の
仲
見
世
通
り

で
土
産
物
店
「
ス
ズ
ヤ
」
を
営

む
鈴
木
明
子
社
長

は
５

日
、
「
観
光
客
が
多
少
戻
り
つ

つ
あ
っ
た
が
、
自
粛
要
請
の
影

響
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
肩
を

落
と
し
た
。
外
国
人
向
け
の
衣

料
品
を
主
に
販
売
し
て
き
た
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
は

大
き
く
減
少
。
「
お
さ
い
銭
を

出
す
つ
も
り
で
買
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
だ
」
と
沈
痛
な
面

持
ち
で
語
っ
た
。

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
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ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

地
球
に
向
け
て
カ
プ
セ
ル
を
切
り
離
す
「
は
や

ぶ
さ
２
」
の
想
像
図
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
提
供
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
警
戒
度
が

赤
信
号

に
引
き
上
げ

ら
れ
て
か
ら
初
の
週
末
を
迎
え
た
通
天
閣

５
日
午
後
５
時

分

大
阪
市

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

院
内
感
染
専
門
チ
ー
ム
派
遣

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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